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尿管腫瘍と鑑別困難であった尿管ポ リープの1例

公立学校共済組合近畿中央病院泌尿器科(部 長=中 村正広)

本 多 正人,中 村 正広

URETERAL  POLYP  : A DIFFICULT CASE TO MAKE A 

DIFFERENTIAL DIAGNOSIS WITH URETERAL TUMOR

Masahito Honda and Masahiro Nakamura 

From the Department  of Urology, Kinki Central Hospital

   We report a case of primary fibroepitherial  polyp of the left ureter. The patient was a 34-year-
old-man, complaining of left flank pain. An excretory urogram and retrograde pyelogram revealed 
left hydronephrosis and filling defect of the middle third of ureter. It was difficult to make a 
differential diagnosis with ureteral tumor. A frozen  section revealed no malignancy and we perfor-
med partial ureterectomy and end-to-end anastomosis. We discussed the clinical features of adult 

primary ureteral polyp reported in the Japanese literature. 
                                              (Acta Urol.  kn. 38: 1257-1260, 1992) 
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緒 言

尿管ポリープは比較的稀な疾患ではあるが本邦報告

例はすでに150例 を越えている1).今 回われわれは尿

管腫瘍との鑑別が困難であった尿管ポリープの1例 を

経験したので若干の文献的考察を加えて報告したい.

症 例

患者:34歳,男 性

主訴=左 側腹部痛

家族歴 ・既往歴:特 記すべきことなし

現病歴;患 者は約3年 前に肉眼的血尿および左側腹

部痛を自覚し他医を受診.排 泄性および逆行性腎孟造

影検査にて左軽度水腎症および左尿管壁の不整を指摘

されたが放置していた.以 後3～4カ 月に1度 左側腹

部の鈍痛を自覚することはあったが約1年 前より痛み

の頻度およびその程度が増強してきたため1990年1月

当科を初診 した.

現症:左 側腹部に軽度の剛打痛を認める以外特に異

常は認められない.

初診時検i査成績=一 般検血,血 液生化学検査では特

に異常は認められなか った.検 尿所見では4～5/hpf

の軽度の血尿を認める以外,特 に異常は認められなか

った.尿 細胞診はclassIIで あ った・

DIP所 見:著 明な左水腎症を呈し左尿管は腸 骨部

領域で閉塞所見が認められたが,結 石陰影は認められ

なかった.

RP所 見=同 部尿管は約5cmに わたり陰影欠損が

認められ不整である(Fig.1).カ テーテルは通過せず

カテーテル尿細胞診はclassHで あ った.膀 胱内に

は特に異常は認められなかった.約3年 前の症状初発

時に他医で施行されたRPで は軽 度の尿管壁の不整

像が認められたが,結 石陰影は認められなかった.

CT所 見:同 部尿管内に充実性に腫瘍の存在を示唆

する所見が認められそれより高位の尿管は著明な水尿

管を呈している.結 石陰影は認められない(Fig.2).

以上の所見から左尿管腫瘍が疑われ左腎尿管全摘出

術を考慮したが,比 較的若年であること,経 過が3年

以上と比較的緩徐であること,カ テーテル尿細胞診が

陰性であること等から良性あるいは悪性度の低い場合

も有 りえると考え,術 中迅速病理検査を施行した うえ

で術式を選択する方針で1990年2月9日 手術を施行 し

た.

手術所見:左 尿管は総腸骨動脈交叉部よりすこし高

位で腫瘍によると思われる硬結を約3cmに わた り触

知 したため約lcmず つの余裕をとってその部を切離

し迅速病理検査を施行した.病 変は間質の浮腫性変化

が主体で上皮の増生所見に乏 しく悪性所見は認められ

なか ったため,残 存尿 管を端端吻合しWJカ テーテ

ル留置および左腎痩造設術を施行,手 術を終了した.
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摘出標本 ・尿管内には約3cmに わた り乳頭状の隆

起性変化が認められ一部は約3.5cm長 の乳白色のポ

リープ様所見を呈 していた(Fig.3).

病理組織学的所見:尿 管粘膜上皮に増生所見は乏し

く,間 質は浮腫状で乳頭状に内腔にむかって突出して

いた.肉 眼的にポ リープ様所見を呈 していた部位も同

様で問質は浮腫状,疎 な結合組織からなり血管および

平滑筋組織も含まれる.一 部にごく軽度の炎症細胞の

侵潤は認められるもの の全体的 に炎症所見は乏しく

fibroepitherialpolypと 診断された(Fig・4).

術後経過は順調でDIP所 見 も改善 し,約2年 を経

過 した現在再発の徴候は認めていない.

考 察

尿管ポリープは中野(1949)の 報告以来すでに150

例以上の報告があるとされるが1),そ れ らは結石など

に続発 した二次性ポ リープと明らかな誘因のない原発

性ポリープとに大 別され,後 者は しぽ しば5cm以

上に長大化する傾向がある2).尿 管ポリープの定義は

Scottら に よれば中胚葉由来の非上皮性のもので,外

観は細長い紡錘型を呈し,表 面は移行上皮で被われ間

質成分が主体であるとされている3)・ このような状態

に炎症などの修飾が加われば若干の病理学的な変化が
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生じてくるものと予想 される.移 行上皮癌 との合併例

は報告されてはいるが4)稀 であ り,原 則的には尿管ポ

リープは良性の疾患であ り,そ の治療にあたっては腎

臓は保存すべきであると考えられる.従 って術前診断

において尿管腫瘍との鑑別がもっとも重要な問題とな

る.一 般的に尿管ポリープの画像診断としては細長い

という形態的特徴か ら,DIPやRPで は陰影欠損が

細長 く表面平滑であること,尿 管壁から遊離したよう

な所見をとること,陰 影欠損の程度と比べて尿の通過

障害の所見が少ないこと等があげられ3),ま たCTで

は尿管内腔に浮遊した腫瘤像等が報告されている5).

また下部尿管に発症 しかつ長大化している場合は膀胱

鏡検査にて尿管口から突出して浮遊している腫瘤とし

てとらえられた症例も散見される1・6)この ような所見

を呈した場合は術前に尿管ポリープの診断は可能であ

ろうが尿管腫瘍との鑑別が困難であったため腎尿管全

摘出術が施行された症例も多い2).高 村 らDは5cm

以上に長大化 した尿管ポ リープを46例 集計しているが

それによれば最近の報告例では腎臓を保存されたca-

seが 多い.ポ リープが細 長 く長大化すれ ば上記のよ

うな検査上の所見を呈する頻度も増加するかもしれな

いが自験例の様にポリープも比較的短 くかつ他にも乳

頭上の隆起性変化を伴 う場合は,結 石等が伴えぽある

程度予測も可能であろうが,そ うでなければ尿管腫瘍

との鑑別はきわめて困難であるといえよう.そ こで結

石等を伴わない,い わば原発性ポ リープとい うべき症

例の臨床的背景に対して若 干の文献的考察 を加 えた

い.15歳 以下の小児尿管ポリープには,原 発性がほと

んどで男子に多く,左 上部尿管に発症することが多い

とい う特徴があるが7),今 回われわれは丑6歳以上で,結

石等なんら誘因を伴わない尿管ポリープ本邦報告例の

うちで詳細の明らかな75例 に自験例を加えた76例 につ

いて,年 齢,性 別,side,部 位に関して検討を加えた.

1)年齢および性別:わ れわれが集計しえた76例 では

男性32例,女 性44例 とやや女性に多い傾向を示 した.

年齢は15～29歳 が29例(男 性13,女 性16),以 下30～

39歳15例(男 性8,女 性7),40～49歳22例(男 性8,

女性14),50～59歳5例(男 性i,女 性4),60～69歳

4例(男 性1,女 性3),70歳 以上1例(男 性)で あ

った.49歳 以下の症例が76例 中66例(86.8%)を 占め

男性では49歳 以下の症例が32例 中29例(90.6%),女 性

では44例 中37例(84,1%)で あった.以 上から尿管腫

瘍と比べて比較的若年例に発症 し,特 に男性にその傾

向が強いようである.

2)sideお よび性別:右 側25例,左 側51例 と左側に

多い.男 性では左側が32例 中24例(75%),女 性では
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左側が44例 中27例(61.4%)と 特に男性にその傾向が

強い.こ れは30歳 以下の症例のほとんどが左側である

ことも含めて,そ の発症が先天的誘因であろうとも推

測されている8)小 児の尿管ポ リープの特微を反映して

いるためと推測される。

3)部位および性別:76例 中上部尿管が27例,中 部尿

管が17例,下 部尿管が32例 で特に部位による差はない

ように思われたが,性 別で検討すると男性では上部尿

管が32例 中22例,中 部尿管が4例,下 部尿管が6例 と

上部尿管に多い.こ れも発見時期の関係から,す でに

述べたような小児の尿管ポリープの特微が反映してい

るのかもしれない.こ れに対 し女性では,上 部尿管が

44例中5例,中 部尿管が13例,下 部尿管が26例 と中下

部尿管に多 く,男 性との大きな相違点と考えられた.

す でに述べたように尿管ポリープの治療では腎臓は

保存すべぎであると考えられるので,以 上のような臨

床的背景も考慮にいれて尿管ポ リープの可能性もある

と考えられる場合は術中迅速病理検査を施行した上で

術式を決定すべき症例もあると思われる.自 験例では

なしえなかったが,尿 管鏡生検にて術前診断が可能で

あった症例 も報告されており5).今 後有用な検査にな

るであろうと考えられる.治 療法は自験例の様に多発

性に病変が存在する症例やポリープの1部 に移行上皮

癌の合併をみた症例も報告されていることから4),ポ

リープのみの切除ではなく尿管部分切除術が適当であ

ると考えられる.自 験例では尿管を再吻合することが

可能であったが切除範囲が長 く再吻合が困難な場合は

自家腎移植等も考慮にいれて9)極 力腎臓は保存すべき

であろう.

結 語

34歳男性に発症 し,尿 管腫蕩 との鑑別が困難であっ

た尿管ポリープの1例 を報告するとともに,結 石等の

誘因を伴わない16歳 以上の尿管ポリープの本邦報告例

からその臨床的背景に関 して若干の文献的考察を加え

た,

本論 文の要 旨は第138回 関西地方会にて発表 した。
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